自転車に 御 乗ん なさい 

ああ 悲 いかな この 自転車 事件た る や、 余 はついに 婆 

さんの 命に 従って 自転車に 乗るべく 否 自転車より 落る 

ベ く 「ラヴ ェ ンダ ー . ヒル」 へ と 参らざる ベ からざる 

しょうぜん 

不運に 際会せ り、 監督 兼 教師 は 〇〇 氏な り、 悄然たる 

余 を 従えて 自転車屋 へと 飛び込み たる 彼 はまず 女 乗の 

や つ えら 

手頃なる 奴 を 撰んで これが よかろうと 云う、 その 理由 

しょうけい 

いかにと 尋 ぬるに 初 学 入門の 捷径 はこれ に 限る よと 

降参 人と 見て と つ てい やに 軽蔑した 文句 を 並べ る、 

ふしょう ひげ 

不肖な りと いえ ども 軽少ながら 鼻下に 髯を 蓄えた る 男 

子に 女の 自転車で 稽古 をし ろと は！ 1 ない、 まあ 落ちて 



むこうずね す 

を 得る 以上 は 向 脛 の 一 ニニ 力 所 を 擦りむ いた つ て 惜し 

く はない という 気になる、 「もう 一 遍頼 むよ、 もっと 強 

く 押して くれた まえ、 なに また 落ちる？ 落ちた つて 

僕の 身体 だよ」 と 降参 人た る 資格 を 忘れて しきりに 

かんきえん 

汗 気燄を 吹いて いる、 すると 出し抜に 後ろから Sir! 

と 呼んだ ものが ある、 はてな 滅多な 異人に 近づき はな 

いはず だが とふり 返る と、 ちょっと 人 を 狼狽せ しむる 

に 足る 的の 大 巡査が ヌ— ッと 立って いる、 こちら はこ 

んな 人に 近づきで はない が 先方で はこの ポット 出の チ 

いなかもの 

ンチ クリンの 田舎者に 近づ かざる ベ からざる 理由が 

あって まさに 近づいた ものと 見える、 その 理由に 曰く 



うと 笑ながら 査 公が 申された 故、 答えて ぼく イエス、 

忘 月 忘 日 「 …… 御調べ になる 時 はブリ チッシ ュ • ミュ 

ジ— アムへ 御 出かけになります か」 「あすこへ は あま 

り 参りません、 本へ やたらに ノ —， ^を 書きつ けたり 棒 

を 引いたり する 癖が ある ものです から」 「さよう、 自分 

の 本の 方が 自由に 使えて 善です ね、 しかし 私な ど は 著 

作 をしょう と 思う と あすこ へ 出かけます …… 」 

「夏 目さん は 大変 御 勉強 だそう です ね」 と 細君が 傍 か 

らロを 開く 「あまり 勉強 もしません、 近頃 は 人から 勧 

めら れて 自転車 を 始めた ものです から、 朝から 晚 まで 

それば かりやって います」 「自転車 は 面白う ござんす ね 



今まで 沈黙 を 守って おった 令嬢 はこい つ 少し は 乗き 

るな と疳違 をした ものと 見えて 「いっか 夏 目さん と 

い つし よに 皆で ウィンブルドン へ でも 行ったら どうで 

しょう」 と 父君と 母上に 向って 動議 を 提出す る、 父君 

と 母上 は 一斉に 余が 顔 を 見る、 余 ここにお いて か少々 

尻 - J そば ゆき 状態に 陥る の やむ を え ざ るに 至れ リ、 さ 

りながら 妙齢なる 美人より 申し込まれ たる この 果し状 

まっぴら ごめんこうむ 

を 真平 御免 蒙る と 握り つぶす 訳に は 行かない、 いやし 

くも 文明の 教育 を 受けた る 紳士が 婦人に 対する 尊敬 を 

しょうが い 

失して は 生涯の 不面目 だし、 かつや これで も かこれ 

でも かと 余が 咽喉 を扼 しつつ ある ニ寸 五分の ハイカラ 



に、 彼 は 余 を 目して サイクリスト たるの 資格な きもの 

と 認定せ るな リ 

このうつ くしき 令嬢と 「ウィンブルドン」 に 行かな 

かった の は 余の 幸で あるか はた 不幸で あるか、 考 うる 

こと 四十 八 時間つ いに 判然し なかった、 日本 派の 

俳，. 諧師 これ を 称して 朦朧 体と いう 

忘 月 忘 日 数日 来の 手痛き 経験と 精緻なる 思索と に 

よ つ て 余 は 下の 結論に 到着した 

自転車の 鞍と ペダルと は 何も 世間体 を 繕 うため 

に 漫然と 附着して いるもの ではない、 鞍 は 尻 を か 

ける ための 鞍に して ペダル は 足 を 載せ かつ 踏みつ 



ける と 回転す るた めの ペダルな り、 ハンドル は 

ひとた 

もっとも 危険の 道具に して、 一度び これ を 握る と 

くらま めざ ま 

き は 人目 を 眩 せし むる に 足る 目 勇し き 働き をな 

す ものな り 

かく 漆 桶 を 抜く が， > 」 とく 自転 悟 を 開きた る 余 は 今 例 

くつ わ つら 

の 監督官 及び その 友なる 貴公子 某 伯爵と 共に 鑣 を 連 

ねて 「クラパム コン モン」 を 横ぎ リ 鉄道馬車の 通う 大 

通りへ 曲らん とすると ころ だと 思いた まえ、 余の 車 は 

両 君の 間に 介在して 操縦す でに 自由なら ず、 ただ 前へ 

出られる ばかりと 思いた まえ、 しかるに 出られべき 一 

方 口が 突然， 塞 つたと 思いた まえ、 すなわち 横ぎ りに 



かかる 塗炭に 右の 方より 不都合なる 一輛の 荷車が 

1 免よ とも 何とも 云わず 傲然と して 我 前 を 通った のさ 

今までの 態度 を 維持 すれば 衝突す るば かりだろう、 余 

の 主義と して 衝突 はこ ちらが 勝つ 場合に ついての みあ 

えてす るが、 その他 負 色の 見えす いたよう な 衝突に な 

ると いつでも 御免 蒙る のが 吾 家伝 来の 憲法で ある、 さ 

ぼう だ い 

るに よって この 尨大なる 荷車と 老朽 悲鳴 を あげる ほど 

の 吾が 自転車との 衝突 は、 おやじの 遺 言 としても 避け 

ねばならぬ、 と 云って 左右へ よけよう とすると 御両君 

のうちい ずれ へ か 衝突の 尻 を も つ て 行かねば ならん、 

も つ たいな くも 一 人 は 伯爵の 若殿 様で、 一 人 は 吾が 恩 



ままに ならぬ は 浮世の 習、 容易に そっちの 方角へ 曲ら 

ない、 道 幅 三分の 二 も 来た 頃、 やっとの 思で ハンドル 

をギュ ー ッと 捩ったら、 自転車 は 九十 度の 角度 を 一 ど 

きに 廻って しまった、 その 急 廻転の ために 思いがけな 

き 功名 を 博し 得た と 云う 御 話し は、 明日の 前講 にな か 

という 価値 もない から、 すぐ 話して しまう、 この 時 ま 

で 気がつか なかつ たが y J の 急 劇なる 方向転換の 刹那に 

余と 同じ 方角へ 向けて 余に 尾行して 来た 一 人の サイ ク 

リストが あった、 ところが この 不意 撃に 驚いて 車 を か 

わす 暇 もな くもろ くも 余の 傍で 転が リ 落ちた、 後で 聞 

けば、 四 ッ角を 曲る 時には ベル を 鳴す か 片手 を あげる 



か 一 通りの 挨拶 をす るの が 礼 だそう だが、 落 天の 奇想 

を 好む 余 はさよう な 月並 主義 を 採らない、 いわん やべ 

ルを 鳴したり 手 を 挙げたり、 そんな 面倒な 事 をす る 余 

裕 はこの 際 少しもな きに おいて を や だ、 ここにお いて 

かこの ダン マリ 転換 を 遂行す るの も 余に とつ て は 万 や 

む をえざる に 出た もので、 余の あとに くっついて 来た 

ぴ つくり 

男が 吃驚して 落 車した の もまた 無理の ない ところで あ 

る、 双方 共 無理の ない ところで あるから 不思議 はない、 

当然の 事で あるが、 西洋人の 論理 はこれ ほどまで 発達 

おお、， ザき リ，" 

してお らんと 見えて、 彼の 落ち 人大に 逆鱗の 体で、 チ 

ののし 

ン チン チャイナ マンと 余 を 罵った、 罵られた る 余 は 



いっしむ く だい ゆう 

一 矢酬 ゆる はずで あるが、 そこ は大悠 なる 豪傑の 本性 

を あらわして、 御 気の毒 だね の 一 言 を 遺して ふ リ向も 

せずに 曲って 行く、 実は ふり 向こうと する うちに 車が 

通り過ぎ たので ある、 「御 気の毒 だね」 より ほかの 語が 

こ.， つし よ 

出て 来なかった ので ある、 正直なる 余 は 苟且に も 豪傑 

など 云う、 一種の 曲者と 間違ら るる を 恐れて、 ここに 

ゆっくり 弁解して おくな り、 万一 余 を 豪傑 だな どと 

買 被って 失敬な 挙動 あるに おいて は 七生まで 祟る かも 

知れない、 

忘 月 忘 日 人間 万事 漱 石の 自転車で、 自分が 落ちる 

かと 思う と 人 を 落す 事 も ある、 そんなに 落胆した もの 



测 つて 彼ら 一 日の プログラム を 定める、 余 は 実に 彼ら 

にと つて 黄色な 活動 晴雨計であった、 たまた※ 〔# 小 

あま 

書き 片仮名 マ、 695-2 降参 を 申し込んで 贏し 得た ると こ 

ろ 若干 ぞと 問えば、 貴重な 留学 時間 を 浪費して 下宿の 

飯 を 一 一人前 食いし に 過ぎず、 されば この 降参 は 我に 益 

なくして 彼に 損 ありし ものと 思 撒す、 無残なる かな、 
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